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マルチエージェントシミュレーション（MAS）について
MASとは？
MASは、たくさんの「エージェント」が一緒に動く様子をコンピュータで再現することです。こ
こでいう「エージェント」は、人間や動物、ロボットなど、自分で考えて行動するものを指しま
す。例えば、アリの巣を作る様子を想像した場合、一匹のアリだけでは大きな巣を作ることはで
きません。しかし、たくさんのアリが一緒になって協力すると、大きな巣を作ることができます。
このように、一匹一匹のアリ（エージェント）がどのように動くかをコンピュータで再現するの
がMASです。
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なぜMASが必要なの？
MASは、現実世界の複雑な現象を理解するのに役立ちま
す。たくさんのエージェントが一緒になって行動すると、
思いがけない結果が生まれることがあります。これを
「エマージェンス:たくさんのものが一緒になって、新し
い事が起こる現象」と言います。
例えば、交通渋滞もエマージェンスの一つです。一台の
車が急にスピードを落とすと、後ろの車もスピードを落
とさざるを得なくなり、その結果として渋滞が発生しま
す。このような現象を理解するためには、一台一台の車
（エージェント）の動きをシミュレーションすることが
必要です。このように、たくさんのエージェントが一緒
に動く様子をコンピュータで再現することです。これに
より、例えば「避難」といった現実世界の複雑な現象を
理解するのに役立ちます。

AIとコンピュータビジョン（CV）について
AI（人工知能）とは？
AIはご存知のように「人工知能」の略で、人間のように考えたり学習したりするコンピュータの
ことを指します。AIは、ゲームをプレイしたり、音楽を作ったり、画像を認識したりと、さまざ
まなことができます。
CVとは？
コンピュータビジョンは、AIが写真やビデオから「物」や「人」などを認識する技術のことを指
します。つまり、AIが「見る」ことを学ぶための科学です。例えば、友達と一緒に写真を撮った
とします。その写真を見ると、友達が写っていることは一目瞭然ですが、AIにとっては、それは
ただの色の集まりです。コンピュータビジョンの目標は、AIに人間と同じように写真を「見る」
ことを教えることになります。

AIとCVの関係
AIとCVは、とても密接な関係があります。CVは、AIが
世界を理解するための重要なツールの一つです。AIが写
真やビデオを「見る」ことで、人間のように世界を理解
することができます。
このようにAI（人工知能）は、人間のように考えたり学
習したりするコンピュータのことを指し、コンピュータ
ビジョンは、AIが写真やビデオから物や人を認識する技
術のことです。これにより、AIは人間のように世界を理
解し我々を助けてくれることが期待されます。



MASによる建築避難検証は、避難者が建物内でどのように動き、どの出口を
選択するか、どのように避難者が相互作用するかなど多くの要素を考慮に入
れることができ最適な避難計画を策定し、避難者の安全を確保することが可
能になります。建物管理者にとって、建物の安全性を向上させるための重要
なツールとなります。

安全な避難を実現するための予測技術 AIによる検出･記録･可視化
AIを用いて様々な対象を認識し、その動きを数値化し統計情報を可視化す
るシステムです。得られた統計情報は、単純なモニタリングや警報提示だ
けでなく、マルチエージェントシミュレーション（MAS）の計算条件とし
て利用することで、具体的な課題解決に繋げることが可能です。

実験できない危険な状況下の人流予測や平常時の検討も可能です。今後、行動ルール
の時間変化（電源消失など）、パニック行動などを加味する予定です。



危機管理室業務と防災アプリの一体化
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災害情報
気象庁
消防庁
都道府県
交通機関
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活動指示

災害情報の分析・確認 災害情報の提供・取得

データのフィルタリング災害情報の公開

災害情報の閲覧

管理者用

防災アプリ

スマート防災システム

〇クラウドとネットワークを利用した防災システムで災害対応の一元管理、分析が可能に

標高モデルと構造物データ
を反映した地図表示

災害地域を避けた
避難経路を提供

災害地域に住んでいる
要避難支援者の避難状況の把握

〇市民向け防災アプリ画面
地方自治体の危機管理部門と情報がシームレスに連携し、

市民へ災害状況と意思決定を補助



災害シミュレーションを利用した避難訓練

アプリ画面

•地域住民の方に現状におけるハザードマップを
確認いただき、エリアごとの土砂災害・洪水・津
波・高潮等の認識を持っていただくと同時にエリ
アでの避難場所の再認識をしていただく。

•刻一刻と変わりゆく災害状況と危険レベルを体
感いただき、災害が発生した際の弱点や対応点等
を確認いただく。

•当シミュレーションを実施することにより、属
性毎（年齢や男女別等）での状況把握を行い、今
後の災害発生時の対策の検討。
今後の災害対策を実施する上での貴重なデータと
なり得る。

•地区防災計画の新たな作成を検討するための
ツールとして、当システムを利用しての作成が容
易となる。

•既に制作した地区防災計画について、当システ
ムを利用して作成したプランの確認。

目的

スマートフォンを利用し、リアルタイムに変換する災害情報に基づく避難訓練

神戸市ポートアイランド
にて実施済

スマート避難訓練
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参加ユーザー登録
画面

画面にて自分の
位置にマーク

画面に災害発生の
テキスト表示

自位置・災害発生状況・
避難所が確認可能

カメラマークにて
その周辺の状況を
確認可能

神戸国際展示場が水没しました。
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